
基準年度 目標年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

1 一般廃棄物の排出量（百万ﾄﾝ） 55 Ｈ12年度 41 Ｈ32年度 - - - 49 -

2 一般廃棄物のリサイクル率（％）
22

（見込み）
Ｈ24年度 26 Ｈ29年度 - - - 24 -

3
一般廃棄物の最終処分量（百万ト
ン）

6.4 Ｈ9年度 5.0 Ｈ27年度 - - - 5.0 -

4
一般廃棄物焼却炉からのダイオキ
シン類の排出量（ｇ－ＴＥＱ/年）

33 Ｈ22年度 33 当面の間 - - - - -

23年度 24年度

(1)
循環型社会形成推進交付金（公
共）
（平成17年度）

41,817
(45,863,)

55,278
(48,124)

1
2
3

161
復187

(2)
廃棄物処理等に係る情報提供経費
（平成10年度）

19
(14)

11
(13)

1
2
3
4

154

(3)
災害等廃棄物処理事業費補助金
（昭和49年度）

1,896
(1,868)

285,231
(278,204)

―
158

復181

(4)
ダイオキシン削減対策総合推進費
（平成11年度）

5
(2)

5
(5)

4 1534

＜達成手段の概要＞
・ダイオキシン類排出実態調査
・一般廃棄物処理施設の技術管理者に対する講習会
＜達成手段の目標＞
　ダイオキシン類による環境汚染の防止又はその除去等のための施設の設置又は改善
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の適正処理の推進

35,722

＜達成手段の概要＞
・市町村等が広域的な地域について作成する循環型社会形成推進地域計画に基づき実施される事業の費用に交付金を交付する。
・効率的かつ的確な施設整備事業の実施のため必要な調査を実施する。
・東日本大震災等に起因する電力不足が生じている状況に鑑み、発電効率23％相当以上の「高効率ごみ発電施設」の早期整備を推進する。
＜達成手段の目標＞
 市町村等の自主性と創意工夫を活かした総合的な廃棄物処理・リサイクル施設の整備を支援することにより、地域における循環型社会の形成を
推進する。
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理等の推進

8

＜達成手段の概要＞
・廃棄物処理業関係PRTR届出データ取りまとめ・支援システムの改善
・廃棄物処理技術等情報提供システムの改善
・廃棄物処理施設入札・契約適正化システム管理運営
＜達成手段の目標＞
　循環型社会構築の促進・普及啓発等
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理等の推進

88,601

＜達成手段の概要＞
　市町村が実施した災害廃棄物及び漂着ごみの収集・運搬・処分に係る事業に対し補助を行う。
＜達成手段の目標＞
　災害等により発生した廃棄物を安全かつ適正に処理することにより、地域住民の生活環境の保全を図る。
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の適正処理の推進

廃棄物処理施設整備計画
※Ｈ27年度目標値は、廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針
による

廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針

我が国における事業活動に伴い排出されるダイオキシン類の量を削減するための計画

達成手段
（開始年度）

補正後予算額（執行額）
(百万円)

25年度
当初

予算額）
(百万円)

関連する
指標

達成手段の概要等
平成25年行政事業レビュー

事業番号

測定指標
基準値 目標値

年度ごとの目標値

測定指標の選定理由及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠

第三次循環型社会形成推進基本計画
※Ｈ27年度目標値は、廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針
による

施策の概要 一般廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理等を推進する。
政策体系上の

位置付け
４．廃棄物・リサイクル対策の推進

達成すべき目標
一般廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理等について施策の総合的かつ
計画的な推進を図る。

目標設定の
考え方・根拠

廃棄物処理施設整備計画等 政策評価実施予定時期 平成26年６月

平成25年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

（環境省25－16）

施策名 目標4-3　一般廃棄物対策（排出抑制・リサイクル・適正処理等） 担当部局名
大臣官房廃棄物・リサイクル対策部
廃棄物対策課

　　　作成責任者名
　　　　(※記入は任意）

　山本昌宏

別紙１

(5)

環境研究総合推進費補助金
（循環型社会形成推進科学研究費
補助金は平成23年度より環境研究
総合推進費と統合）
（平成13年度）

2,304
(2,246)

1,836
(1,799)

2
3
4

312

(6)
廃棄物処理施設災害復旧費補助
金
（平成23年度）

16,606
(4,165)

9,585
(4,946)

―
162

復188

(7)
震災廃棄物対策指針の改訂
（平成24年度）

―
9

（15）
― 160

(8) 廃棄物発電の高度化支援事業 ― ―
1
2

　　新25-008

7

＜達成手段の概要＞
　現行指針を見直し、地方公共団体に対して、津波による被害をも想定した新たな計画策定を要請し、今後の震災に備える。
＜達成手段の目標＞
・津波を含む大規模な震災による災害廃棄物の迅速・円滑な処理を目指した計画を作成する地方公共団体を支援する。
・災害廃棄物等の広域的な処理・処分計画の策定率の向上を図るとともに計画内容の充実を推進する。
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の適正処理の推進

90

＜達成手段の概要＞
・廃棄物発電の増強方策の検討・実証
・廃棄物発電における固定価格買取の円滑な実施支援
・地域特性に応じた廃棄物系バイオマスの利活用システム検討と導入マニュアル作成
・市町村の廃棄物処理システムの合理性・効率性を確認する為のツールの導入支援
＜達成手段の目標＞
　廃棄物分野における資源循環、再生可能エネルギー供給を促進し、温室効果ガス排出削減等の環境負荷低減を図る。
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の排出抑制、リサイクルの推進

0

＜達成手段の概要＞
　市町村が実施した災害により被災した一般廃棄物処理施設の復旧に係る事業に対し補助を行う。
＜達成手段の目標＞
　災害により被害を受けた一般廃棄物処理施設を復旧させることで、廃棄物処理体制の回復を図る。
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物の適正処理の推進

1,663

＜達成手段の概要＞
・循環型社会形成推進研究事業（廃棄物の適正処理、循環型社会推進、科学技術水準の向上に関する研究）
・次世代循環型社会形成推進技術基盤整備事業（廃棄物の適正処理、循環型社会形成等の推進に関する実用化が見込まれ、経済性、効率性
に優れた技術の開発）
＜達成手段の目標＞
　学際的、国際的な観点から総合的に調査研究及び技術開発を推進し、もって持続可能な社会構築のための環境保全に資する。
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
　一般廃棄物のリサイクル、適正処理の推進


